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※PFBAは、現分析法（前処理）での回収率が低いため、回収
率が高い分析法（前処理）で分析した場合、上記の濃度より
も高くなると予想される。



国名等 対象物質 目標値等※１ TDI等※１ 測定方法 備考

米国
（USEPA）

GenX 10ng/L 3ng/kg/d 【LC-MS/MS 法】
USEPA

method533/537.1

【2022年】一日体重あたり
飲水量90パーセンタイル値
0.0469L/kg/d(GenX)、
0.0354L/kg/d(PFBS)、飲料水
の寄与率（割当率）20％

PFBS 2000ng/L 300ng/kg/d

PFNA 10ng/L 3ng/kg/d 【2023年】一日体重あたり
飲水量90パーセンタイル値
0.0469L/kg/d(PFNA)、
0.034L/kg/d(PFHxS)、飲料水
の寄与率（割当率）20％

PFHxS 10ng/L 2ng/kg/d
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国名等 対象物質 目標値等※１ TDI等※１ 測定方法 備考

ドイツ PFBA
PFHxA
PFNA
PFBS

PFHxS
PFPeA
PFHpA
PFDA
PFHpS

H4PFOS
PFOSA

10000ng/L 
6000ng/L 

60ng/L
6000 ng/L 
100 ng/L 
3000ng/L 
300ng/L 
100ng/L 
300ng/L 
100ng/L 
100ng/L 

3000ng/kg/day 
1840ng/kg/day 
16.7ng/kg/day 
1640ng/kg/day 

30ng/kg/day
―
―
―
―
―
―

【LC-MS/MS 法】
DIN 38407-42 (F42)

【2017 年】 体重 70kg、一日
あたり摂 取量 2L、飲料水の
寄与率 （割当率）10％。

デンマー
ク

PFOA, PFOS 
PFNA, PFHxS

2ng/L 4.4ng/kg/w 
(TWI,EFSA)

【2021年】一日あたり摂取
量0.03L/kg/d、飲料水の寄与
率（割当率）10％

PFBS, PFHxS, 
PFOS, PFOSA, 
6:2FTS, PFBA, 
PFPeA, PFHxA, 
PFHpA, PFOA, 
PFNA, PFDA

100ng/L 30ng/kg/d 【2015年】12PFASはすべて
PFOSと同様の毒性を持つと
仮定。根拠として、PFOSは
最も毒性が強く、PFOSと
PFOA以外のPFASの毒性デー
タは限られているため。1～
10 歳児の一日あたり摂取量
0.03L/kg、飲料水の寄与率
（割当率）10%
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※宇土市は菊陽町と同一採取日のデータをプロット（2023年度[2023_Summer-2024_Winter]については同一採取日がないため、同季節の平均値をプロット）
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1) 環境省環境保健部環境リスク評価室 (2012) 化学物質の環境リスク初期評価書 モリブデン及びその化合物

MOE = 無毒性量（NOAEL）/暴露濃度
=12/0.00326
=3,681

環境省の資料1)に従い、2025年1月の菊陽のデータを暴露濃度として評価

㎍

㎍

※MOEとUFs（不確実係数積）によるリスク評価
MOE ＞ UFs = リスクの懸念なし
MOE ≦ UFs = リスクの懸念あり

UFs = 種差 × 個人差 × LOAELの使用 × 試験期間 × 修正係数 = 1,000
(10) (10) (10) (1) (1)

MOE ＞ UFs
3,681 ＞ 1,000

（リスクの懸念なし）
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※独立行政法人 製品評価技術基盤機構 化学物質管理センター 化学物質のリスク評価について –より
よく理解するためー



0.063 0.085 0.029 0.24ng/m３

1)環境省環境保健部環境リスク評価室 (2017) 化学物質の環境リスク初期評価書 テルル及びその化合物
2)環境省環境保健部環境安全課 (2008) 平成18年度化学物質実態調査結果

1,2)

菊陽町 全国
0.068 ng/m３ ≒ 0.063 ng/m３（幾何平均値）

＜ 0.085ng/m３ （算術平均値）
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